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長与町立長与中学校 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 
～学ぶ楽しさを実感できる授業デザインの創造を通して～ 

研究主題 



 

平成２９年３月に新学習指導要領が告示され、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善

を行うことが示された。予測が困難な時代に向けて、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向

き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情

報を再構成するなどして新たな価値につなげていくことと、複雑な状況変化の中で目的を再構築するこ

とができるようにすることが求められている。 

本校の生徒は日々の学習活動はもちろん、行事や部活動にも「全力」で取り組み、努力を惜しまない。

一方で、与えられた課題には熱心で、授業に積極的に参加するものの、生徒が自分自身に必要な学習は何

かを考えながら「主体的・意欲的に学ぶ」ことには、課題が残っている。 

そこで本研究では、生徒の主体性と深い学びを生む対話的活動を引き出す要件や具体的な手立てを明

らかにすることを通して、生徒が学びの楽しさ、喜びを実感できるようにしたい。また、働き方改革が進

む中にあっても、授業の充実・改善のために学び、成長し続ける教師・学校であるために、指導力と日々

の授業の質的向上に直結する効果的･効率的な研修方法の創意工夫を通して、互いに学び、高め合う教員

文化の醸成を目指し、この研究主題を設定した。 

 

 

深い学びを生む生徒の主体性を引き出すことを授業づくりの共通指針として、日々の「実践と省察」を

研究の基盤とした。そこで、研究組織を授業実践部、調査分析部、情報発信部の３部会に分け、以下のよ

うに活動した。 

〇授業実践部  

・主体的な学びにつながるめあてとまとめ 

・深い学びを生む対話的な学び 

〇調査分析部  

・学習アンケートの実施と分析 

・授業プランシートの検証・改善 

〇情報発信部  

・生徒と保護者に向けた広報活動 

・研究の成果や課題の共有 

 

  授業における生徒の実態に基づき、どのよ 

うな学習の場の設定と教師の関わりによって 

対話的な学びが生まれ、深化が図られるのか 

を解明するため、指導案を簡略化した図１の 

授業プランシートを活用して、授業者の意図 

を把握するとともに、図２のマトリックス法 

を用いて授業研究を行った。 

本年度は新型コロナウイルス感染予防を図 

りながら、教育活動を行わなければならない 

ため、「対話」だけでなく、生徒の主体性を 

引き出すめあてと、学びを深める対話的な活 

動を柱として授業改善を行った。 

図１ 授業プランシート 

図２ マトリックス図 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

～学ぶ楽しさを実感できる授業デザインの創造を通して～ 

 

 

生徒の主体性と深い学びを生む対話的活動を引き出す要件と具体的な手立てを明らかにし、教師の指導力

と日々の授業の質を向上させることにより、生徒は学びの楽しさや喜びを実感することができるであろう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❍授業プランシート 

❍学習アンケート（生徒） 

❍教員アンケート 

❍めあてとまとめ 

❍対話的な学び 

 

❍現職教育 

❍校内通信（共通理解） 

❍研究通信（生徒・保護者） 

授業実践部

調査分析部情報発信部

 

 
 

豊かな知性や人間性を身に付け、たくましく自分の人生を切り拓いていく生徒を育てる 

 

 
 

夢を描き 目標をつくり 全力で行動する生徒 

 
 

 

学びに生きる生徒  地域に生きる学校  研修に生きる教師 

本校で育成したい資質・能力 

研究主題 

研究仮説 

 

 

国語科 数学科 

社会科 理科 

音楽科 美術科 

技術・家庭科 

保健体育科 

英語科 

教科部会 

主体的に粘り強く、 

学び続ける姿勢 

知識・技能を定着させ、 

実生活に生かす力 

 

人との関わりの中で学び 

を深め、課題解決する力 

 



 

昨年度から「めあて」と「まとめ」、そして「対話」 

を中心に授業改善に取り組んできた。「めあて」は、 

①「ゴールの姿（見通し）」、②「主体性を引き出すも 

の」であることを共通理解して取り組んだ。めあての 

具体的な表現やまとめについては教科部会で決め、め 

あてとまとめ一覧（図３）にまとめ、全職員で共有し 

た。 

対話的な活動においては、「教師と生徒との対話」 

「資料との個人内対話」に絞り取り組んだ。深い学び 

につながる対話的な活動を考えるため、図４のように 

整理し、授業プランシートと関連付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年間の学習アンケートを比較し、以下のことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒は、めあてを意識することや、学習内容を理 

解する割合が高まった。 

▲教師のめあて提示率は 100％だが、生徒がめあて 

を意識している割合は 100％でなかったため、め 

あての書き方や提示の仕方が今後の課題である。 

※自分で考え、自分で取り組んだ内容として、「自分の 

  考えを書くとき」が最も多く、次に「問題を解くとき」と 

なった。アウトプットを求めると生徒は自ら考える傾向 

がみられた。 

４ 授業実践部 

図３ めあてとまとめ一覧 
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図４ 深い学びにつながる対話的な活動 

５ 調査分析部 

めあてを意識して取り組んでいますか。 学習内容を理解していますか。 

自分で考え、自分で取り組んでいますか。 



 

各学期２～３回の発行。第１号では「ながよ検定」「自主学習の達人」など、すでに取り組んでいる内容

を紹介した。第２号では調査分析部のアンケートの分析結果や研究授業の様子を掲載した。今後は、授業実

践部、調査分析部との横のつながりを持ちながら、教育理論や書籍紹介なども含め効果的に発信していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜成果＞ 

  新学習指導要領で示されている「主体的」な取組を考える上で、めあての重要性が明確になった。学

習アンケートの結果から主体的な学びを進めるためには「めあて」によって生徒に疑問を抱かせること

と、学習の見通しを持たせることが大切であることを確認した。このことにより、昨年度より教師側の

「めあて」に対する意識が高まった。（教師アンケート 5.5％の上昇） 

  「対話的」な活動では、目的に応じて対話的な活動や形態を考え、最後は個人でじっくりと考えること

が大切であるとわかった。特に先哲の考えから学ぶ「資料」では個人でしっかりと時間を確保し、考えさ

せ、作業をさせることが重要であると確認された。 

多くの職員が授業プランシートに対して従来の学習指導案よりも負担は少ないと感じており、使い易

さも肯定的に捉えている。また、日々の授業のポイントや研究を進める上での共通の視点を設定すること

ができた。 

 ＜課題＞ 

  新型コロナウイルス感染症防止対策により生徒同士で対話的な学びの「協働」を深めることができな

かったため、収束後に改めて研究を進めていきたい。授業プランシートについては、前時までの授業の

流れや今後の見通しがわかりにくい面があり、必要に応じて単元計画を付け加える必要がある。具体的

な学力の向上を明確にするために、全国学力・学習状況調査や長崎県学力調査、標準学力検査等を、今

後も分析していく必要がある。 

６ 情報発信部 


